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Abstract
　　The manner of disposing of PET bottles on the Setagaya Campus of Showa Women’s 
University is the subject of this study. The researcher conducted surveys in November every year 
from 2008 to 2017. All the PET bottles in recycling boxes installed in Building 1 of the University 
were classified into eight types （2x2x2） according to the following standards: （1） whether the 
label had been removed, （2） whether the bottle cap had been removed, and （3） whether the inside 
of the bottle had been rinsed clean.
　　As for label-removal and rinsing, the rates of practice were low and did not increase over 
time. In contrast, the rate of bottle cap-removal was higher than label-removal or rinsing and 
had a tendency to increase over time, which was probably because the number of containers for 
disposing of bottle caps beside the PET bottle bins steadily increased to 100% by 2017. That the 
sales revenue of the bottle caps is used to provide vaccines for children may also have been 
effective in inspiring people to properly dispose of bottle caps.
























































2003 年に認証取得した環境マネジメントの国際標準化規格 ISO14001 の一環としてこまかく分別され，
2007 年に認証継続を取りやめた後も続けられているものである。









図 2　昭和女子大学 1 号館 4 階東側のごみ出し拠点 図 3　ペットボトル入れとその横にある
キャップ入れ（1 号館 4 階東側）
─ 23 ─
「エコロジー研究」の授業内で行った。2008 年度から 2017 年度まで，年に 1 回，11 月中～下旬の授
業時（火曜日 10：40～12：10）に 9 階建ての 1 号館のごみ出し拠点でペットボトル入れにあるペットボ










1 回の調査で 1 本あるかどうかであった。ラベルが付いているボトルは，飲料の種類も記録した。水
（ミネラルウォーター）のボトルに関しては，中身が水であるため「洗浄されている」とみなして記録
した。








年度ごとにまとめて表 1 に示した。各年度の全調査本数にはばらつきがあり，2014 年度，2015 年度




まず 2008 年度から 2017 年度までの 10 年間の全体的な傾向をみていく。
　表 1 において，最も優れた処理である「ラベルなし，キャップなし，中を洗浄」のボトルの割合は，
いずれの年度も全体の 10％未満で推移しており，決して良い状況とは言えない。この 10 年間で割合
が増えてきた傾向もみられず，2017 年度は全体のわずか 2.8％と最悪の結果を示した。
　これに対して，最も悪い処理である「ラベルあり，キャップあり，中が不洗浄」の割合はどの年度

























































































































































































































2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
お茶 32 21 37 39 31 32 8 13 34 44
紅茶 17 4 15 16 20 20 6 7 20 22
水 6 18 13 14 11 9 5 5 27 22
ジュース類 3 1 6 9 9 5 5 4 11 12
スポーツ・
　健康飲料
8 4 3 2 1 4 5
コーヒー飲料 2 1 2 3 4 3 1 2 2 5
ココア飲料 1 2 1
コーラ 1 1 1 2 1
乳酸飲料 2 1 1 1
炭酸飲料
（コーラ以外）
1 3 3 7 2 1 6 1
その他 1 1 3 1 1













　キャップ入れは 2017 年度には 1 号館のすべてのごみ出し拠点に置かれたが，表 3 に示すように，
2016 年度まではキャップ入れが置かれていない拠点もあった。そこで，キャップ入れの有無を調査
していない 2008 年度とキャップ入れ完備後の 2017 年度を除いた各年度において，キャップ入れがあ
る拠点とない拠点で，キャップが取られている割合を比較し，統計的な有意差があるかどうかを解析
して表 4 にまとめた。有意差検定には 2×2 分割表のχ2 検定を用い，適用できない場合は Yates の
補正を行ってχ2 値を求めた。さらに Fisher の正確確率検定も行い，同様な有意差が認められるか
どうかを確かめた。
　表 4 からわかるように，2015 年度を除いて，すべての調査年度においてキャップ入れがある拠点
の方が高い割合でキャップが取られており，その差は統計的に有意なものである。キャップ入れを置
く効果は非常に大きいと言える。2015 年度と 2016 年度には，キャップ入れのない拠点が 7 階の 2 か
































2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017（年）
─ 27 ─
所のみとなり，2015 年度は 7 階のペットボトル入れにわずか 4 本のボトルしかなかったことから，
そもそも統計処理には無理があったと思われる。
　表 3 からみて，キャップ入れのあるごみ出し拠点は 2011 年度までは全体の半分以下であったが，












× × × × ○ ○ ○ ○ ○
2 階　東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 階　東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 階　西 ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○
4 階　東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 階　西 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 階　東 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 階　西 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 階　東 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 階　西 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 階　東 × × × × × × × × ○
7 階　西 × × × × × × × × ○
8 階　東 × × × × ○ ○ ○ ○ ○
8 階　西 × × × × × × ○ ○ ○












































P＜0.05* P＜0.01 P＜0.05 P＜0.05 P＜0.01 P＜0.01* 差なし* P＜0.05*
各欄の数字は，上段が〔キャップを取っているボトル数〕／〔調査ボトル数〕を，下段（カッコ内）がキャップを取っている
割合（％）を表す。
有意差検定の結果について，P＜0.05 および P＜0.01 は，それぞれ危険率 5％および 1％で有意差がみられたことを表す。









えられる。たとえば 2009 年度の割合は 47.4％と非常に高いが，これはこの年度の水ペットボトルが
18 本（全調査本数の 31.6％）と非常に多く，これを「中を洗浄している」に算入したためである。ま











とを考えて捨てられておらず，また 2008 年から 2017 年の 10 年間で目立った改善もみられないこ
とが判明した。
・ 個別にみた場合，まずラベルを取っている割合は全体の 20％程度と低く，10 年間で改善されてき
たとは言えない。取ったラベルをどこに捨てるかがわかりにくいという理由もあるが，簡単にでき
る行動であるのになかなか実践されないのは残念である。
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